
研究機関名：旭川医科大学 
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承認番号 26007 

課題名 脳腫瘍、脳血管疾患、脊椎疾患、機能的脳外科疾患に対する外科的治療およ

び放射線治療に関する国際多施設共同研究 

研究期間 西暦 2026 年 6月 23日（実施許可日） ～ 2031年 12月 31日 

研究の対象 2010年 1月 1日から 2026年 3月 31日に旭川医科大学病院および Stanford大

学で、脳腫瘍、脳血管疾患、脊椎疾患、機能的脳外科疾患に対する外科的治療、

もしくは放射線治療を実施した患者さん。 

利用する試料・情報の

種類 

 

 

■診療情報（詳細：年齢、性別、身長、体重、嗜好歴、既往歴、診断名、治

療内容、症状、血液検査結果、画像検査結果 等） 

□手術、検査等で採取した組織（対象臓器等名：        ） 

□血液 

□その他（ ） 

試料・情報の管理につ

いて責任を有する者 

旭川医科大学 学長 西川 祐司 

外部への試料・情報提

供 

□自施設のみで利用  

□多施設共同研究グループ内（提供先：   ）（提供方法：       ） 

■海外へ提供（国名：アメリカ合衆国）（個人情報保護に関する制度の有無：

有） 

（提供方法：電子カルテに保存されている患者情報、および PACS サーバーに

保存されている放射線画像を利用します。旭川医科大学病院もしくはStanford

大学それぞれの機関の研究者が自施設の症例を解析し、結果をデータシートの

形で共有します。Stanford 大学に提供される試料・情報は匿名化した情報に

限定されます。） 

□その他（提供先：     ）（提供方法：      ） 

■利用/提供予定日：（実施許可日から 1ヶ月後） 

研究組織 機関名：国立大学法人 旭川医科大学 

〇研究責任者 

脳神経外科学講座 高野琢磨 

〇研究分担者 

脳神経外科学講座 木下 学 

脳神経外科学講座 上森元気 

〇共同研究機関 

Stanford大学 Yusuke Hori 

Stanford大学 David Jaehyun Park  

 

研究の意義、目的 脳腫瘍、脳血管疾患、脊椎疾患、機能的脳外科疾患に対しては外科的治療や

情報公開文書（複数施設研究用） 



放射線治療が一般的に行われています。しかし外科的治療と放射線治療を比較

して、あるいは外科的治療内容を比較して治療効果がどのように異なるかはま

だよくわかっていない部分が多くあります。 

本研究では、患者さんの電子カルテに保存されている情報、および PACS サ

ーバに保存されている放射線画像を提供いただき、収集、検討することで、今

後の治療成績を向上させることができると期待しています。 

 

研究の方法  当院脳神経外科もしくは Stanford 大学に通院（または入院）中の患者さん

で、脳腫瘍、脳血管疾患、脊椎疾患、機能的脳外科疾患の方を対象としており

ます。以下に主な参加の条件を示します。ただし、その他の合併症や治療経過

により、担当医師が不適切と判断した患者さんは除きます。 

① 脳腫瘍、脳血管疾患、脊椎疾患、機能的脳外科疾患に対して外科的治療も

しくは放射線治療が行われた。 

②性別、ADL（日常生活動作）、主要臓器機能は問いません 

 この臨床研究では、次の情報を収集、検討します。年齢、性別、身長、体重、

嗜好歴、既往歴、診断名、治療内容、症状、血液検査、放射線学的検査（X線

検査、CT、MRIなど）。 

その他 ありません。 

お問い合わせ先 本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下

さい。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支

障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますので

お申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患

者さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、

下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じるこ

とはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

所在地：旭川市緑が丘東 2条 1丁目 1番 1号 

担当者：旭川医科大学脳神経外科学講座 助教 高野琢磨(研究責任者) 

連絡先：電話（直通）０1６６-６８-２５９４ 

 

研究代表者：旭川医科大学脳神経外科学講座 助教 高野琢磨 

 


